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「秋の水都大阪ウイーク 水都大阪パビリオン（仮称）」に係る 

企画調整及び運営業務委託仕様書 

 

１ 業務名称 

「秋の水都大阪ウイーク 水都大阪パビリオン（仮称）」に係る企画調整及び運営業務 

 

２ 業務の概要 

水都大阪コンソーシアム（構成団体＝大阪商工会議所、公益社団法人関西経済連合会、一般社

団法人関西経済同友会、大阪府、大阪市、公益財団法人大阪観光局、大阪シティクルーズ推進協

議会。以下「コンソーシアム」という。）では、2025 年大阪・関西万博の開催に向けて、大阪が

水の都であること、そして食の都であることを体感できる、水都大阪の新たな秋の風物詩となる

イベントを実施します。本事業を企画運営する事業者を募集します。 

(1) 開催期間 

令和 6 年 10 月 12 日(土)～10 月 14 日(月・祝)の 3 日間 

(2) 開催場所 

八軒家浜 (船着場、灯篭前広場、川の駅はちけんや) 

中之島公園(船着場、阪神高速下付近) 

(3) 企画内容 

大阪が水の都であること、そして食の都であることを体感できる、水都大阪の新たな秋の風物

詩となるイベント 

 

３ 委託業務内容 

(1) 事業全般に係る企画調整及び運営業務（総合企画、広報、事業内容に係る調整、運営管理等） 

(2) 自主警備、交通規制に係る業務 （会場及び周辺の警備等） 

(3) 会場設営及び搬入出に係る業務 （資機材、什器類等の搬入出及び設営撤去等） 

(4) その他附帯業務（各種申請に必要な図面資料等の作成、地元の地域団体等との協議・連携等） 

 

４ 委託業務内容の詳細 

(1) 事業全般に係る企画調整及び運営業務について 

１企画の総合調整・運営及び管理 

(1) 企画原案の作成 

以下の事項を満たす企画の提案であること。 

① 「秋の水都ウイーク 水都大阪パビリオン（仮称）」の企画内容 

・水都大阪の風物詩となるイベントの企画 

八軒家浜と中之島公園の 2 会場において、大阪が水の都であること、そして食の都であ

ることを体感できる、水都大阪の新たな秋の風物詩となるイベントを企画すること。 

期間中は、八軒家浜船着場(または灯篭前雁木)とローズポートを行き来する船を運航

し、各会場を水上で結ぶこと。 

 

・開催日時 
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令和 6 年 10 月 12 日(土)～10 月 14 日(月・祝)の 3 日間 

各日 11 時 00 分～17 時 30 分を開催時間帯としてイベントを実施すること。 

 

・会場 

八軒家浜と中之島公園の 2 か所を会場とする。中之島公園では、阪神高速道路下の空

間とローズポート付近を活用すること。八軒家浜会場では、大川左岸遊歩道と灯篭前広

場、川の駅はちけんやのレンタル＆コミュニティスペース「ステーション 8」を会場とし

て活用すること。「ステーション 8」利用案内は以下のとおり。 

https://8ken-ya.osaka/wp/wp-

content/uploads/2024/03/484d40670824ab511d2a32de918dd973.pdf 

 

・会場設営デザイン 

「秋の水都ウイーク 水都大阪パビリオン（仮称）」にふさわしい雰囲気のある会場デザ

インを企画し、ここがイベント会場であることが一目でわかるようにするとともに、サイ

ン等でもう一つの会場があることを分かりやすく案内すること。陸からだけでなくクル

ーズ船から見てもイベントの賑わいが感じられるよう工夫すること。 

 

・テーマ性のある飲食の提供 

食の都として、どのような切り口で飲食提供を行うのかコンセプトを明確にし、各会場

に毎日各 5 店舗以上の屋台やキッチンカー、もしくは同程度のメニューバリエーション

の飲食店舗を出店し、テーブルセットなどの水辺で飲食を楽しむのに必要な設備を整える

こと(屋外に 4 人用テーブルセット 16 以上設置)。メニューは、昼食、喫茶、バーなどの

用途に対応すること。 

 

・大阪が水の都であることを知ってもらう 

講演会、寸劇、船唄、落語、浪曲、パネル展示等、複数の方法を使って、大阪が水の都

であること、また、大阪が水の都であったから食の都となったということを楽しみながら

学べるイベントを企画すること。 

コンソーシアムが所有するタペストリー「淀川絵巻」(横約 25m×縦約 1.5m)と音声ガ

イドを貸与するので会場に掲出すること。 

コンソーシアムが所有する「水都大阪かるた」を使ったかるた大会のプログラムを入れ

ること。 

 

・会場のにぎわい創出 

上記の大阪が水の都であることを知ってもらうためのプログラムに加え、ライブパフォ

ーマンス等来園者が楽しめる演出を両会場で実施すること。 

 

・クルーズへの誘導 

イベント期間中、八軒家浜船着場(または灯篭前雁木)とローズポートを行き来する船

を運航し、各会場間を水上で結ぶこと。各日 11 時 30 分発～17 時 30 分着まで、16 便

https://8ken-ya.osaka/wp/wp-content/uploads/2024/03/484d40670824ab511d2a32de918dd973.pdf
https://8ken-ya.osaka/wp/wp-content/uploads/2024/03/484d40670824ab511d2a32de918dd973.pdf
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以上運航すること。船着場付近にクルーズチケット売り場テントを設置し、乗船案内を

行うこと。船の規模は問わない。 

 

・キックオフ企画 

イベント初日の 10 月 12 日(土)に、主催者挨拶等を行うオープニングセレモニーを実

施し、メディア等の取材の機会とすること。  

 

・同エリアで同時期に開催される他イベントとの連携 

期間中、主に下記の３つのイベントが開催されるので、互いのイベントが盛り上が

るよう広報連携及び事業連携を図ること。いずれも観覧無料。 

「能船」 

日時：10 月 12 日(土)～14 日(月・祝)   

場所：八軒家浜船着場に着岸した台船上 

主催：大阪・関西万博 能楽の魅力を発信する会    

新作能「水の輪」 

日時：10 月 12 日(土)～14 日(月・祝)のうち 2 日  

場所：中之島公園 芝生広場 

主催：山本能楽堂 

天満橋水上ミニ花火 

日時：10 月 13 日(日) 19 時 40 分から約 10 分間 

場所：川の駅はちけんや前 大川水上 

主催：水都大阪コンソーシアム 

 

② 提案にあたっての留意事項 

・イベント開催が事前に多くの人に伝わり、多くの来場者が訪れるための情報発信方法を提

案するとともに、見込みの来場者数を示すこと。 

・メディア（テレビ、新聞等）がニュースとして取り上げたくなるようなストーリー性の高

い企画とすること。 

・大阪の新たな水辺の風物詩、観光商品に育てていくことを視野に入れた提案とすること。 

・来場者がイベントを通して水の都大阪の魅力を体感できる企画とすること。 

・水の都大阪で開催される 2025 年大阪・関西万博の機運醸成に繋がるよう工夫し、インバ

ウンド客に対しても言葉が通じなくても楽しめるようなプログラムも含むこと。 

・会場内に水都大阪や万博を PR するためのテントを設置すること（テント 2 張り、テーブ

ル・椅子程度）。 

・受託事業者決定後、乗船料、出航タイムテーブル等について、大阪水上安全協会及び大阪

シティクルーズ推進協議会と協議・調整すること。 

・計画性・実現性が高い内容となっていること。 

 

③ 実施体制について 

 イベントの実施にあたって、自主警備、交通規制計画、会場設営及び搬入出計画等につい



4 

 

て具体的に提案すること。 

 ・連絡体制表を作成し、連絡系統と責任の所在を明確にしておくこと。 

・警備、交通誘導、規制等について、警察、地元関係機関等と十分な協議・調整を行うこと。 

・警備員の配置など、万全な安全対策を講じること。 

・時間が夜間に及ぶ場合は、照明機器の設置、警備員の増員など安全対策を徹底すること。 

・地元住民等が騒音、光害、臭気等で被害を受けないように十分配慮すること。 

 

(2) 開催概要の作成 

イベント等の実施概要及びタイムスケジュール等の情報を掲載した開催概要を作成するこ

と。 

 

２ コンソーシアムとの連絡調整 

コンソーシアムと週に 1 回程度の打合せを行い、情報を共有しながら業務を推進すること。 

 

３ 運営に必要な制作物の作成等 

スタッフ証、搬入出車両の証明等、事業運営に必要な制作物の作成等を行うこと。 

（注）スタッフ証等については、所要数量や配付先調査等の調整等業務を含むものとする。 

 

4 広報に関する業務等 

(1) パブリシティ調整業務 

① 水都大阪の魅力を府内外に情報発信できるように、テレビ、新聞、雑誌等のメディアに対

し効果的な情報発信の計画・調整を行うこと。 

② コンソーシアムと調整の上、取材要領の作成及び当日のプレス対応を行うこと。 

③ イベント等の公式写真・映像を撮影し、当日・翌日には、広くメディア等に取り上げられ

るよう計画・調整を行うこと。また、「4(1)事業全般に係る企画調整及び運営業務について」

の「9 イベント等の記録写真撮影等」に記載する記録写真の撮影も行うこと。 

 

(2) 媒体掲載情報の報告 

イベント等実施後は、著作権に留意して新聞記事や各紙（誌）に掲載された記事（イベン

ト等実施日前後は、Web 情報含む）、テレビ等での放送動画について、それぞれ取りまと

めるとともに（掲載社【者】・掲載日・発行部数等）、ＳＮＳでの情報発信の状況について収

集し、別途報告書（ファイル）を作成し、コンソーシアムへ提出すること。テレビ等での放

送動画については、電子データ（ＣＤ－R 等に保存）で提出すること。なお、成果物の所有

権及び著作権は、納品をもってコンソーシアムに帰属するものとする。 

 

(3) 関連事業との連携による効果的な情報発信 

広報パンフレット、及び会場パンフレット等を作成すること。また、パンフレットにはコ

ンソーシアムが指示する開催期間中のその他の水辺のイベント等の情報も掲載すること。 

広報パンフレットについては、A４両面フルカラー、1 万枚、送付先大阪市内を中心に約 30

カ所とする。会場パンフレットは、A３両面二つ折りフルカラー、来場者予想の上枚数は決
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定とする。 

  

5 関係機関等（運営施設含む）との連絡調整 

河川管理者、船着場運営管理者、公園管理者、警察署、消防署、保健所等、関係機関等との

連絡調整は、コンソーシアムの指示のもと、状況に応じて受託事業者が行うこと。 

また、駐車場、イベント当日に使用する会議室、控室等の確保等、運営・設営等に係る詳細

についてもコンソーシアムの指示のもと施設管理者等と調整にあたること。 

 

6 関係機関連絡会議の開催 

関係機関との連絡会議や主要な会議は、コンソーシアムと調整、連携して開催すること。ま

た、会議では必要に応じて説明等を行うほか、事前資料の作成等、準備を行うこと。 

 

7 各種許可申請に係る業務 

河川・公園占用許可申請書の作成等、イベント等実施に必要な資料を作成すること。 

 

8 実施マニュアル等必要資料の作成 

(1) イベント等の運営・進行に要する資料 

(2) 製作、設営物に要する資料 

(3) 搬入出、設営撤去マニュアル 

(4) その他、コンソーシアムが必要と認める資料 

 

9 イベント等の記録写真撮影等 

デジタルカメラで記録写真（イベント等実施中の様子、警備員の配置時、搬入出時の状況・交

通規制後のイベント会場周辺の状況、資機材の配置及び撤去等を含む）を撮影すること。撮影

した写真は、紙媒体（カラー刷り。縮小版印刷も可。）と電子データ（ＣＤ－R 等に保存のこと）

でコンソーシアムへ提出すること。 

なお、成果物の所有権及び著作権は、納品をもってコンソーシアムに帰属するものとする。 

 

10 イベント成果の把握 

 イベントの各会場への来場者数をカウントするとともに、来場者へのアンケートを実施し、結

果を集計すること。 

 

(2)自主警備、交通規制に係る業務について 

1 警備計画の立案及び警備計画書の作成 

2 関係機関等との連絡調整 

3 警備の実施 

 イベント当日の不法駐車・駐輪対策等の措置を講ずること。 

4 警備及び交通規制に要する所要の資材の配置計画策定、調達、配置及び撤去 

5 河川の航行に関する調整 

6 運営時の連絡体制確保 
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  必要な機器を調達すること。 

7 保険の加入 

この事業の運営にかかる損害賠償保険等に加入すること。 

 

(3)会場設営及び搬入出に係る業務について 

１ 搬入出・設営計画の策定及び実施 

(1) 設営撤去を安全にかつ時間内に完了させるための方策につき十分検討しており、事故や時

間内に完了できない場合等に備えたバックアップ体制についても検討されていること。 

(2) 事業開始・終了・搬入搬出時における来場者の安全な誘導方法について十分考察されてい 

ること。 

(3) 雨天時の対策が考察されていること。 

(4) ゴミ収集計画が考察されていること。 

 

２ 関係機関等との連絡調整 

関係機関との連絡調整及び協議はコンソーシアムの指示のもと、受注者が行うこと。 

 

３ 運営本部設営、撤去 

必要に応じて会場付近において運営本部を設営及び撤去すること。設営場所については、

別途、コンソーシアムと調整すること。 

 

４ 通信機について 

必要に応じてＩＰ無線を調達すること。（コンソーシアム職員用の台数も確保すること） 

 

5 コンソーシアム運営資材搬入搬出作業 

イベント当日にコンソーシアムが使用する資機材について、コンソーシアムの指示に基づ

き搬入出作業を行うこと。 

 

6 会場内清掃 

事業終了後に実施する会場内清掃計画を作成し実施すること。 

 

7 仮設トイレの設置 

必要に応じて仮設トイレを設置すること。 

 

(4)その他附帯業務 

各種申請に必要な図面資料等の作成、地元の地域団体等との協議・連携等を行うこと。 

 

５ 契約期間 

 契約締結日から令和 6 年 12 月 27 日（金)まで 

 

６ 成果物の提出 
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事業終了後、令和 6 年 11 月 29 日(金)までに、コンソーシアムあて以下の成果物等を提出する

こと。 

(1) 業務に関して作成した全ての成果物(マニュアル等) ※ＣＤ－R 等に格納 

(2) 実施報告書 A4 サイズ 5 部及びＣＤ－Ｒ等に格納 

  報告書には、アンケート集計結果、来場者数カウント表も添付すること。 

(3) 撮影した写真 紙媒体（カラー刷り。縮小印刷も可。）の一覧と電子データ（ＣＤ－R 等に保存） 

(4) テレビ等での放送動画 ※電子データ（ＣＤ－R 等に保存） 

 

７ その他 

(1)守秘義務等について 

① 受注者は、本件委託業務の遂行上知り得た情報は、受託業務遂行の目的以外に使用し、または第

三者に提供してはならない 。 

② 本件委託業務の終了後、成果物に誤り等が認められた場合には、受注者の責任において速やかに

その誤りを訂正しなければならない。 

 

(2)個人情報の取り扱いについて 

① 本件委託業務の遂行上知り得た個人情報や法人情報については、受注者の責任において厳重に

管理するとともに、他の目的への転用等は絶対に行わないこと。また、業務完了後、受注者が保

有する機器等にデータが残存している場合は、受注者の責任において確実にデータの破棄を行

うこと。 

② 受注者は本件委託業務実施にあたり、収集する個人情報及び法人情報について、コンソーシア

ムに情報提供することを当事者に事前に説明し同意を得ること。 

③ 本件委託業務実施にあたり収集した個人情報や法人情報はコンソーシアムに帰属するものとし、

コンソーシアムの指示に従い提供を行うこと。 

 

(3)著作物の譲渡等 

受注者は、成果物が著作権法（昭和 45 年法律第 48 号）第２条第１項第１号に規定する著作物（以

下「著作物」という。）に該当する場合には、当該著作物に係る受注者の著作権（著作権法第 21 条

から第 28 条までに規定する権利をいう。）を当該著作物の引渡し時に発注者に無償で譲渡するもの

とする。ただし、当該著作物のうち受注者が従前より保有するものの著作権は、受注者に留保され

るものとし、受注者は発注者及びその指定する者の必要な範囲で発注者及びその指定する者に無償

で使用することを許諾するものとする。 

 

(4)その他留意事項について 

① 契約締結後、当該契約の履行期間中に受注者が「秋の水都大阪ウイーク 水都大阪パビリオン

（仮称）」に係る企画調整及び運営業務企画提案公募要領」の「５公募参加資格（7）」に該当する

と認められた時は、契約を解除することがある。 

② その他、本仕様書に記載のない事項及び業務の実施にあたり疑義が生じた場合は、その都度コ

ンソーシアムと協議を行い、指示に従うこと。 


